
出
初
式

令
和
七
年
一
月
十
三
日
、
川

嶋
市
立
稲
田
中
学
校
に
於
い
て

多
麟
区
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
多
く

の
観
官
が
集
ま
る
中
、
稲
田
中

学
校
吹
奏
楽
都
の
鴻
嚢
や
チ
ア

ダ
ン
ス
部
の
演
技
が
式
典
に
花

を
添
え
、
最
後
に
多
車
消
防
団

に
よ
る
一
斉
放
水
で
裏
を
閉
じ

ま
し
た
。

全国紙一防火標語
未来があるから 火の用心守りたい

川
崎
市
長
表
彰
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年
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団

多
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消
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長
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彰

優
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生
田
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員
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国
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団
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団

稲
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団

稲
田
分
団

稲
田
分
団

稲
田
分
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生
田
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団

生
田
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消
防
団
員

元
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団

元
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分
団

元
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元
稲
田
分
団

元
稲
田
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元
稲
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元
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元
稲
田
分
団

元
稲
田
分
団

元
稲
田
分
団

元
稲
田
分
団

分
団
部
長

分
団
部
長

鈴
木

勉

松
澤

宏
昭

分
団
部
長

分
団
部
長

南新
橋井

宏隆
行久

菅
班

菅
班

中
野
島
班

登
戸
班

宿
河
原
"

長
尾
班

長
沢
班

中
央
生
田

班 堰
班

回国団団団団団団団団
員員員貝貝貝貝員貝員

小高鈴川田松上樋服錦
峰田木口中浦原山部織

庸大正源純孝光修優日

脚盗也愚書平子葦

回国回国回国回国団団班
員員員員員員員員員員長

下矢細玉脅鈴鈴斉中上石
村嶋田木藤木木藤島原井

勲宏
仁

賢
太

淳賢
司

広
樹

礼
真

清
一

和
利

伸
一
郎

哲
一

川
崎
市
防
火
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

井
口

保

多
摩
防
火
協
会
長
表
彰

消
防
功
労
部
隊

稲
田
分
団

菅
班

生
田
分
団

大
作
班



多
摩
消
防
団
長

井
口

保

「
断
章
を
迎
え
て
」

令
和
七
年
の
新
書
を
迎
え
、
心
か
ら
お
轟
び
申
し
上
げ
ま

す
。

一
月
十
三
日
に
多
事
区
消
防
出
初
式
が
、
多
く
の
区
民
の

皆
様
の
こ
出
席
を
頂
き
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
お
駐
機
で
大
き
な
災
害
も
無
く
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
地
域
の
皆
櫓
方
の
災
害
に
対
す
る
こ
理
解
の
調
と
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

各
班
に
お
い
て
、
地
域
の
防
災
活
動
に
大
い
に
参
加
さ
し
、

地
域
の
方
々
の
意
識
を
高
め
、
多
麟
区
か
ら
災
害
や
火
災
を

少
し
で
も
な
く
す
こ
と
が
、
我
々
団
員
の
使
命
だ
と
思
い
ま

す
。毒

筆
の
官
職
方
の
ご
健
勝
と
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
年
頭
の

摸
鯵
と
い
た
し
ま
す
。

住
民
へ
の
防
災
指
導

防
災
訓
練
篭
で
住
民
の
方
々
へ
指
導
す
る
た
め
の
調

習
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
消
火
器
や
簡
易
担
架
作
成
等
の
説
明
の
仕
方
や
訓

練
時
の
注
意
点
を
学
び
、
防
災
訓
練
で
の
指
導
役
を
担

え
る
よ
う
に
卸
筒
を
奮
え
ま
し
た
。

多
摩
区
総
合
防
災
訓
練

令
和
六
年
十
一
月
十
七
日
顔
形
中
学
校
に
て

多
事
区
縮
合
防
災
訓
練
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
も
$
如
し
、
訓
練
の
補
助
と
広
報
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
出
入
口
の
補

助
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
体
験
者
の

方
々
は
「
煙
で
視
界
が
融
慣
以
止
に
悪
く
骨
髄
i
i

か
っ
た
。
」
「
火
事
で
突
然
煙
に
巻
か
れ
た
ら
ど
う

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と

感
想
を
述
べ
て
お
り
、
私
も
過
去
に
訓
練
で
体
験

し
た
陽
同
じ
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
曇
非
こ
の
よ
う
な
訓
練
で
体
験
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
憶
え
と
し
て
覚
え
て
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

訓
練
を
通
じ
て
、
地
場
の
皆
様
に
は
一
年
に
一

度
防
災
訓
練
に
$
加
し
防
災
意
識
や
災
害
時
の

対
応
へ
の
理
解
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
我
々
消
防
団
貝
も
地
塙
防
災

を
担
う
と
と
も
に
防
災
に
ま
つ
わ
る
卿
臓
を
周
知

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

公式in s[agramはこちら

陛闘国語

甲
多
摩
消
防
署
長

佐
川

勉

『
新
年
を
迎
え
て
』

消
防
団
の
皆
機
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
も
地
域
の
安
全
喪
心
を
守
る
た
め
に
尽
力
い
た

た
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
龍
の
献
身
的
な
活

動
か
多
さ
区
民
に
安
心
感
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
新
年
を
迎
え
、
私
達
の
使
命
は
要
に
重

要
性
を
増
し
て
お
り
、
自
然
災
害
の
危
険
が
高
ま
る
中
、
有

事
の
際
に
迅
連
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
団
員
一
人

ひ
と
り
の
力
が
結
集
す
る
こ
と
で
、
よ
り
強
固
な
消
防
体
制

寧
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
僧
じ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
訓
練

や
富
蒐
活
動
を
通
じ
て
、
団
員
と
着
貝
の
鱗
・
連
携
を
潔
め
、

地
域
の
防
災
意
蘭
を
高
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

皆
横
と
御
霊
鐘
の
健
庫
と
御
多
幸
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
本
年
も
御
宝
握
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

か
な
が
わ
消
防
フ
ェ
ア

令
和
六
年
十
月
十
一
一
日
、
東
轟
き
東
公
園
に
て
「
か

な
が
わ
消
防
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
市
町
村
か
ら
遭
接
さ
れ
た
消
防
団
、
消
防
暑

が
集
ま
り
消
防
活
動
の
P
R
さ
行
い
ま
し
た
。

川
嶋
市
か
ら
は
中
原
消
防
団
と
多
寄
消
防
団
が
さ
加

し
て
消
防
団
活
動
の
広
報
や
女
性
団
員
に
よ
る
応
急
手

当
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

多
摩
消
防
団
広
報
部

春
田
広
締
部
長

稲
田
分
団
部
長

稲
田
分
団
部
長

生
田
分
団
郡
長

稲
田
分
団
団
貝

稲
田
分
団
団
貝

稲
田
分
団
団
員

稲
田
分
団
団
貝

稲
田
分
団
団
員

生
田
分
団
団
貝

生
田
分
団
団
員

生
田
分
団
団
貝

生
田
分
団
団
員

手
塚

青
久

津
谷

武

森
田

博
史

鈴
木

勉

上
原

震
哉

古
谷

和
之

小
泉

輝
黒

川
口
演
次
凪

井
出

武
文

君
嶋

重
雄

松
澤

智
史

大
木

鷹
弘

小
峰

格

編
集
後
記

第
二
一
十
一
号
鍵
行
「
多
層
消
防
団
だ
よ
り
」

に
曝
し
、
ご
協
力
Ⅲ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
き
消
防
団
広
報
部
一
同


